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都市再生整備計画
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令和２年４月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 44 ha

令和 2 年度　～ 令和 4 年度 令和 2 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

　和泉中央駅周辺地区は、UR都市機構による「新住宅市街地開発事業」により開発された地域で、1992年（平成4年）に街びらき、1995年（平成7年）に和泉中央駅の開業及び駅前広場等の供用開始など公共施設の整備が行われ、街びらき以降、土地の
合理的かつ健全な高度利用と都市機能の充実を図り、複合機能都市として発展してきました。立地適性化計画(平成31年3月策定）では、本区域を都市機能誘導区域に指定していることからも、駅前広場や周辺道路において、さらなる都市機能の充実や空
間の整備が求められています。また、和泉市観光振興戦略プラン(平成28年2月策定)において、和泉中央駅周辺を和泉・久保惣ミュージアムタウンと位置づけており、「和泉・久保惣ミュージアムタウン構想」(平成29年2月策定)の中で和泉中央駅を久保惣
ミュージアムタウンの玄関口とし、「美術館とまちが融和した質の高い空間」を目指すとされていることから、当駅から久保惣記念美術館までの地域において、パブリックアートなども行われており、美術館と一体となったまちづくりが行われています。
　また、当該地区の周辺一帯については、街びらきより住宅市街地として住宅開発がなされ、人口増加を続けてきました。駅周辺では大型商業施設の出店などにより賑わいをみせている一方で、周辺道路の交通渋滞が顕著に現れており、生活の基盤とな
る道路の円滑な交通を妨げています。また、本市の骨格となる和泉中央線が渋滞していることから、本地域を通過するための車輌が周辺の道路に迂回し、生活道路に多くの車輌が流入しており、事故の危険性が増大していることからも、渋滞解消が望ま
れています。駅前広場においては、交通結節点として長年その機能を担ってきましたが、駅の開業から約20年以上が経過し、時代の変化と共に駅利用者の増加、市民ニーズが多様化するなか、アクセス性の向上や一般車乗降場の増設など、駅前広場の
利便性の改善を求める声が高まっています。
　このような状況から、駅前広場については平成30年度に改修検討・概略設計を行い、駅利用者へのアンケート調査を実施し、その結果を踏まえ、駅前広場の再配置や周辺アクセス等の検討、交通事業者（バス事業者、タクシー事業者、鉄道事業者）及び
交通管理者（警察）等との関係各機関と協議・調整を重ね、改修案を作成しました。拠点とされる和泉中央駅駅前広場の改修と周辺道路の渋滞解消による円滑な交通や駅前広場へのアクセス性の向上を実現し、また、情報板の設置等により地域の特性
を活かし、誰もが快適で安心して住み続けられるまち《スマイル都市》を目指すものです。

・駅周辺地区は、「あんしん歩行エリア」の指定がされているが、地域住民の声として「歩行者の乱横断」や「駅前広場へのアクセス性」などの課題が挙げられており、安全な歩行空間が確保されていない。
・駅利用者にアンケート調査（平成30年度）を実施した結果、課題として、「バスターミナルへの一般車の流入」や「一般車乗降場の増設・アクセス性の向上」、「歩行者の乱横断」、「シェルターなどの機能充実」が挙げられている。また、駅周辺道路に送迎車
両が駐停車し、危険な状態であり、円滑な交通に支障をきたしている。
・駅周辺道路において交通渋滞調査(平成29年度)を実施した結果、周辺地区において大型商業施設の出店などにより慢性的な交通渋滞が発生しており、生活の基盤となる道路の円滑な交通を妨げていることが地域の課題となっている。
・本地域は「久保惣ミュージアムタウン」と位置付けされているが、美術館までの円滑な誘導を行うサインが不足しており、地域資源を上手く活かせていないという課題がある。

・和泉市立地適正化計画(平成31年3月策定)では、基本方針として「まちの魅力や活力、利便性を高める拠点性の強化」や「多様な都市活動を支える交通環境の形成」が挙げられており、交通結節点となる駅周辺の整備が必要とされています。
・第2次和泉市都市計画マスタープラン(平成29年3月策定)では、和泉中央駅周辺については、様々な都市機能が集積する「都市拠点（新都心）」として位置付けられており、また、教育や文化交流施設などの市民のまなびの場が集積する「まなびの拠点」と
しても位置づけがされていることから、拠点としてのまちづくりとして駅周辺の都市機能の充実を図ることとされており、玄関口としてふさわしい快適で魅力ある駅前空間の整備が望まれています。
・和泉市観光振興戦略プラン(平成28年2月策定)では、和泉中央駅の南側に立地する和泉市久保惣美術館を中心とした地域を「和泉・久保惣ミュージアムタウン」として位置づけがされており、その後に策定された「和泉・久保惣ミュージアムタウン構想（平
成29年2月策定)」に基づき、「美術館とまちが融和した質の高い空間」を目指し、地域の歴史・文化を活かしたまちづくりの取組が行われており、和泉中央駅は本地域の玄関口として位置づけされていることから、玄関口にふさわしい景観や利用者に分かり
やすく、地域の観光資源を活かす情報案内板の設置が望まれています。

大目標：誰もが快適で安心して住み続けられるまち《スマイル（住まう・居る）都市》の実現
　目標１：住み続けたくなる快適な都市環境の整備（誰もが安心・安全に通行できる快適な駅前・道路空間の創出）
　目標２：外出を容易にする交通機能の充実（利用しやすい公共交通の充実、交通結節点機能の改善）
　目標３：地域の特性を活かした魅力あるまちづくり（住み続けたくなるまちづくりを目指し、歴史・文化のまちとして発信できる駅周辺の機能の充実）

JR和泉府中駅周辺や泉北高速鉄道和泉中央駅周辺においては、行政・公共サービス、文化・交流、医療・福祉、商業・業務など様々な都市機能が集積する本市の都市拠点が形成されています。また、トリヴェール和泉西部地区やテクノステージ和泉にお
いては、高速道路へのアクセスの良さを活かした工場や研究開発施設、広域対応の大型商業施設などの集積地が形成されており、本市の自立性と成長力を支える産業集積拠点として、機能を発揮しています。道路交通網としては、国道26号や泉州山手
線、大阪岸和田南海線、国道170号（大阪外環状線）、和泉中央線などにより骨格的な道路体系が形成されています。また、公共交通としては、JR阪和線、泉北高速鉄道のほか、南海バス、コミュニティバス（通称「めぐーる」）などが運行しており、概ね徒歩
圏に生活利便施設や駅・バス停が整っています。人口面では、今後急激な人口減少は予想されていないものの緩やかな人口減少は予想されています。
これらの現状をうけ、今後としては、
○様々な都市機能が集積しているJR和泉府中駅周辺では、さらなる都市機能の充実や都市拠点としての魅力の向上などによるまちのにぎわいづくり
○トリヴェール和泉西部地区の研究開発地区やテクノステージ和泉の工場地において、周辺環境との調和に配慮した操業環境の保全
○交通ネットワークの充実による市内外の連携・交流の促進
○観光やビジネスで訪れる人への受皿として宿泊・交流機能などの充実
などが必要としており、現在の良好な住環境の維持を基本としつつも、現在直面している課題への対応や将来に向けた予防的措置として良好な居住環境の維持・充実を図るとともに、まちの魅力や利便性の向上、活力の創出を図る視点から立地適正化
に向けたまちづくりに取り組みます。
また、公的不動産は、立地特性に応じて積極的な活用を図り、都市機能の向上に努めることとしており、和泉市公共施設等総合管理計画(平成29年3月策定)に基づく公共施設の総量縮減や再編等に向けた取組みにおいては、公的不動産の有効活用を図
り、都市機能及び居住促進に資する機能を誘導することとしています。

都道府県名 大阪府 和泉市
いずみし

和泉中央駅周辺地区
いずみちゅうおうえきしゅうへんちく

計画期間 交付期間 4



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人
令和元年度
（2019.4月末）

令和4年度
（2023.3月末）

％ 平成30年度 令和4年度

件 平成30年度 令和4年度

・本市の市街化区域内においては、医療・福祉、商業、公共交通等の機能が概ね充足しているため、現在の都市機能を維持していくことを基本としつつ、より都市の魅力を高め、活力を創出していくことを目指します。中でも「和泉中央都市機能誘導区域」
は来訪と交流を促進し、市民が生活に必要な都市機能や広域ネットワークの交通結節機能などを有する拠点となることを目指し、進行中または予定しているプロジェクトと連携・協力しながら、拠点にふさわしい機能の充実や、にぎわいの形成に資する環
境整備を図り、より魅力的な市街地の形成に向けた機能の誘導を図ります。
・「和泉中央都市機能誘導区域」は、中部地域の拠点として、都市機能も充実していることから、現在の施設を維持していくことを基本としつつも、市民の日常生活の利便性の確保や都市の魅力の向上という観点から、「高齢化の中で必要性の高まる施
設」、「子育て世代にとって居住場所を決める際の重要な要素となる施設」及び「集客力がありまちのにぎわいを生み出す施設」を必要な都市機能として位置づけ、誘導を行います。

「和泉中央都市機能誘導区域」は、中部地域の拠点として、既に立地している高齢者福祉、子育て支援に関する施設やホール機能を持つ施設、図書館、男女共同参画施設及び商業施設については、住み続けたくなるまちには欠かせない機能であるた
め、誘導施設として位置づけ、現在の施設を維持していくことを基本としつつ、交通結節機能の強化やアクセス性の向上を図ることでさらなるまちの魅力向上に繋げます。
また、さらなるにぎわいの創出のため、「集会施設を備えた宿泊施設」を位置づけ、「和泉市ホテル・旅館の誘致に関する条例」(平成27年9月制定）により、宿泊施設の立地に際し補助金の交付を行うなど立地に向けた誘導を行っています。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

道路・公共交通に対する
市民の満足度

総合計画における市民アンケートによる「問：安全に利用できる道路や交通手段
が整備されていると思いますか？」に対する「そう思う」「どちらかといえばそう思
う」と答えた人の割合（中部地区※光明台校区は除く）

目標2「外出を容易にする交通機能の充実」の
達成状況を定量化する指標として満足度の向上を目指す。

居住促進区域内に居住する人口 駅周辺の居住促進区域内における人口合計
目標1「住み続けたくなる快適な都市環境の整備」の
達成状況を定量化する指標として居住人口の増加を目指す

人身事故件数 駅から徒歩圏内（半径500m)の人身事故件数
「誰もが安心・安全に外出でき、暮らせるまちづくり」の
達成状況を定量化する指標として人身事故件数の減少を目指す。 3036

49,910

43 50

49,414



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
《住み続けたくなる快適な都市環境の整備》
・都市計画マスタープランで本市の都市拠点の新都心として位置づけられている和泉中央駅周辺地区にある本駅前広場を改修することで、交通結節点
の機能改善及び強化を図る。また、周辺道路の交差点の改良を行うことで、周辺で発生している渋滞解消を図る。これらにより、駅前広場へのアクセス
向上を行い、周辺住民・来訪者などに対して安心・安全かつ快適な道路・駅前空間を確保し、住みやすい住環境の創出を図る。

《外出を容易にする交通機能の充実》
・平成31年3月に策定した「和泉市立地適正化計画」においても、和泉中央駅は中部・南部地域への公共交通ネットワークの拠点に位置づけられており、
駅前広場の改修により、乗継の利便性などが向上されることで、地域の多様な観光資源を活かした観光交流の活性化や沿線まちづくりの地域活力の維
持・向上を図る。

《地域の特性を活かした魅力あるまちづくり》
和泉市観光振興戦略プランでは、和泉中央駅の南側に立地する和泉市久保惣美術館を中心とした地域を「和泉・久保惣ミュージアムタウン」として位置
づけがされており、平成29年2月に策定された「和泉・久保惣ミュージアムタウン構想」に基づき、「美術館とまちが融和した質の高い空間」を目指し、地域
の歴史・文化を活かしたまちづくりを目指す。

地域生活基盤施設：情報板
高質空間形成施設：和泉中央駅前広場（歩行支援施設等）

　
道路：和泉中央線交差点改良
地域生活基盤施設：和泉中央駅前広場
高質空間形成施設：和泉中央駅前広場（緑化施設等）
高質空間形成施設：和泉中央駅前広場（歩行支援施設等）

道路：和泉中央線交差点改良
地域生活基盤施設：和泉中央駅前広場



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 和泉市 直 L=180m 3 3 3 3 25 25 25 25 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 和泉市 直 18基 3 4 3 4 35 35 35 35 -

地域生活基盤施設 和泉市 直 A=8,100m2 2 3 2 3 200 200 200 200 -

高質空間形成施設 和泉市 直 A=8,100m2 2 3 2 3 100 100 100 100 -

高質空間形成施設 和泉市 直 A=770m2 2 3 2 3 220 220 220 220 -

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 580 580 580 0 580 - …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 580
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
大阪府 L=45m ○ R3 R3 14

合計 14

規模
（参考）事業期間

住宅市街地総合整備事業

交付対象事業費 580 交付限度額

細項目
事業 事業主体

290 国費率 0.5

交付期間内事業期間
事業箇所名 直／間

和泉中央線　交差点改良

情報板

和泉中央駅前広場

和泉中央駅前広場（歩行支援施設等）

和泉中央駅前広場（緑化施設等）

地域創造
支援事業

（参考）事業期間
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

交付期間内事業期間

細項目
規模

事業主体 所管省庁名 規模事業 事業箇所名

事業活用調査

まちづくり活動
推進事業

規模

歩道設置事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

（いずれかに○） 事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

全体事業費

一般府道三林岡山線

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　和泉中央駅周辺地区（大阪府和泉市） 面積 44 ha 区域 和泉市いぶき野3丁目、4丁目、5丁目、万町の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

中央公園

和泉中央駅

和泉中央駅周辺地区
（４４ｈａ）

<凡例>

…居住誘導区域

…都市機能誘導区域

…整備計画区域

※上図より、土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域、浸水想定区域（0.5m以上)、生産緑地地区は除外します。

…整備対象施設
(他に計画区域内点在施設あり)

和泉市
上下水道部

和泉
シティプラザ

N

0 1km

駅1km

S=1:20000

市立石尾中学校



居住促進区域内に

居住する人口
（　人　） 49414 （ R1年度） → 49910 （　R4年度）

道路・公共交通に対する

市民の満足度
（　％　） 43 （H30年度） → 50 （　R4年度）

駅周辺地区での事故件数 （　件　） 36 （H30年度） → 30 （　R4年度）

　和泉中央駅周辺地区（大阪府和泉市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

大目標：

誰もが快適で安心して住み続けられるまち《スマイル（住まう・居る）都市》の実現

　目標１：住み続けたくなる快適な都市環境の整備

　目標２：外出を容易にする交通機能の充実

　目標３：地域の特性を活かした魅力あるまちづくり

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

○関連事業
道路
【府道三林岡⼭線 歩道整備】

N

市⽴⽯尾中学校

和泉中央駅

S=1:10000

■基幹事業
道路
【和泉中央線 交差点改良】

■基幹事業
地域生活基盤施設
【和泉中央駅前広場 改修】

《凡例》

…都市再生整備計画区域

…都市機能誘導区域

…居住誘導区域

■基幹事業
高質空間形成施設
【和泉中央駅前広場（シェルター、景観舗装、

緑化、照明施設等）】

…整備対象施設
(他に計画区域内点在施設あり）

駅 1km

■基幹事業
地域生活基盤施設
【情報板】

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

0 500m 


